
エ ジ プ ト 古 代 へ の 旅

遺 跡 を 回 り 歴 史 を 学 ぶ

E g y pt
紀 元 前 3 0 0 0 年 頃 か ら 3 0 0 0 年 も の 間 栄 え た 、 古 代 エ ジ プ ト 。

国 内 に 残 さ れ た 古 代 遺 跡 を 巡 る 旅 へ 出 か け て み ま せ ん か ？

人 口 約 2 0 0 0 万 人 を 要 す る 、 中 東 を 代 表 す る 大 都 市

イ ス ラ ー ム 地 区 に は 古 い モ ス ク が 建 ち 並 ぶ

巨 大 な バ ザ ー ル （ 市 場 ） の ハ ー ン ・ ハ リ ー

リ 。 お み や げ 探 し に ぴ っ た り

1 9 0 2 年 に 開 館 し た

周 辺 に は 墳 墓 や 小 さ な ピ ラ ミ ッ ド 、 参 道 が

あ り 、 一 帯 が 墳 墓 群 と な っ て い る

カ フ ラ ー 王 の ピ ラ ミ ッ ド の 参 道 の 入 口 を

守 る ス フ ィ ン ク ス

フ ァ ラ オ た ち の 財 宝 を 見 に 行 こ う

1 年 を 通 し て 降 水 量 が 少 な い エ ジ プ ト で は 、 ほ と ん ど の 町 が ナ イ

ル 川 沿 い に 開 け て い る 。 地 中 海 へ と 注 ぐ 河 口 寄 り の デ ル タ 地 帯 に

位 置 す る の が 、 首 都 で あ る カ イ ロ だ 。 こ の 町 ほ ど 「 混 沌 」 と い う 言

葉 が し っ く り く る 町 も 珍 し い 。 イ ス ラ ー ム 寺 院 か ら の 祈 り の 声 や

走 り 抜 け る 車 、 人 々 の 喧 騒 … … 。 す べ て が 渾 然 一 体 と な り 、 カ イ

ロ と い う 町 を 形 作 っ て い る 。 歴 史 的 に 見 て も 、 古 代 エ ジ プ ト 王 朝

か ら ア ラ ブ 、 十 字 軍 を 経 て 、 オ ス マ ン 帝 国 や フ ラ ン ス 、 イ ギ リ ス

の 支 配 を 受 け る な ど 幾 た び も 領 土 争 い が 繰 り 広 げ ら れ た 。

町 は ナ イ ル 川 の 東 に 広 が り 、 観 光 ス ポ ッ ト が 多 い の は オ ー ル ド カ

イ ロ と イ ス ラ ー ム 地 区 。 い ず れ も 世 界 遺 産 に 登 録 さ れ て お り 、 教

会 や モ ス ク な ど 古 い 建 物 が 密 集 す る 。

カ イ ロ

に ぎ や か な エ ジ プ ト の 首 都

ツ タ ン カ ー メ ン の 黄 金 の マ ス ク

ギ ザ に 建 築 さ れ て い る 大 エ ジ プ ト 博 物 館 。 日 本 も 資 金 ・ 技 術 面 の 援 助 を

し て い る 博 物 館 だ が 、 幾 た び も グ ラ ン ド オ ー プ ン 時 期 が 遅 れ て い た 。 し か

し 、 2 0 2 4 年 つ い に プ レ オ ー プ ン を 迎 え 、 一 部 展 示 を 要 予 約 で 公 開 し て い

る 。 グ ラ ン ド オ ー プ ン 後 は エ ジ プ ト 考 古 学 博 物 館 か ら 移 送 さ れ る ツ タ ン

カ ー メ ン の 秘 宝 が メ イ ン と な り 、 倉 庫 に 眠 っ て い た 秘 宝 も 公 開 さ れ る 予 定 。

U R L ： h t t p s: / / g r a n d e g y p ti a n m u s e u m. o r g

大 エ ジ プ ト 博 物 館 が い よ い よ オ ー プ ン ！

C air o

カ イ ロ の 町 の 中 心 は 、 ホ テ ル や レ ス ト ラ ン 、 シ ョ ッ プ が 集 中 す る

新 市 街 。 新 市 街 に あ る エ ジ プ ト 考 古 学 博 物 館 は 、 エ ジ プ ト を 代 表

す る 見 ど こ ろ の ひ と つ 。 歴 代 フ ァ ラ オ の 像 や 財 宝 が 並 び 、 そ の 収

蔵 品 は 1 7 万 点 以 上 に も 及 ぶ 。 館 内 は 広 く 、 展 示 品 も 多 い た め じ っ

く り 見 る な ら 1 日 あ っ て も 足 り な い だ ろ う 。 博 物 館 最 大 の 見 ど こ ろ

は 、 あ ま り に も 有 名 な ツ タ ン カ ー メ ン の 黄 金 の マ ス ク を は じ め と

し た 副 葬 品 。 か つ て は フ ァ ラ オ た ち の ミ イ ラ 2 0 体 も 展 示 さ れ て い

た が 、 2 0 2 1 年 に グ ラ ン ド オ ー プ ン し た エ ジ プ ト 文 明 博 物 館 に 移 送

さ れ た 。

U R L ： h t t p s: / / e g y p ti a n m u s e u m c ai r o. e g

※ ツ タ ン カ ー メ ン の 秘 宝 を 含 む 展 示 物 の 一 部 は 、 下 記 の 大 エ ジ プ

ト 博 物 館 に 移 送 さ れ る 予 定

エ ジ プ ト 考 古 学 博 物 館

遺 跡 か ら 出 土 し た 貴 重 な 展 示 が 充 実

T h e E g y pti a n M us e u m i n C air o

古 代 エ ジ プ ト 時 代 に 建 て ら れ た 巨 大 な 石 の 建 造 物 、 ピ ラ ミ ッ ド 。 エ

ジ プ ト に は 1 2 0 以 上 の ピ ラ ミ ッ ド が あ り 、 な か で も 最 も 有 名 な も の

が ギ ザ の 三 大 ピ ラ ミ ッ ド だ 。 ピ ラ ミ ッ ド は 写 真 左 か ら メ ン カ ウ ラ ー

王 、 カ フ ラ ー 王 、 ク フ 王 で 、 最 も 高 い ク フ 王 の ピ ラ ミ ッ ド は 高 さ

1 3 7 m （ 建 造 当 時 は 1 4 6 m ） 。 平 均 2. 5 ト ン の 石 を 約 2 5 0 万 個 も 積 み 上

げ て 造 ら れ て お り 、 今 か ら  4 5 0 0 年 も 前 に こ の よ う な 建 造 物 を 造 る と

い う 労 苦 は 、 ま さ に 想 像 を 絶 す る 。 ピ ラ ミ ッ ド の 建 造 目 的 は い ま だ

解 明 さ れ て い な い も の の 、 フ ァ ラ オ （ 王 ） た ち の 墳 墓 と い う 説 が 有 力 。

ギ ザ の 三  大 ピ ラ ミ ッ ド

世 界 で 最 も 有 名 な ピ ラ ミ ッ ド

Gi z a

展 望 ポ イ ン ト か ら 見 た ギ ザ の 三 大 ピ ラ ミ ッ ド
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カ イ ロ 、 ギ ザ か ら 、 ナ イ ル 川 を 南 下 し て 古 代 エ ジ プ ト 時 代 の 遺 跡 を 巡 ろ う 。

空 路 や 陸 路 の ほ か 、 ナ イ ル 川 の ク ル ー ズ で 回 っ て み る の も お す す め だ 。

ル ク ソ ー ル

フ ァ ラ オ が 眠 る 聖 な る 地

L u x or

現 地 の 言 葉 で 「 混 ぜ る 」

を 意 味 す る と お り 、 ご 飯

に さ ま ざ ま な 具 材 を 混

ぜ 合 わ せ る 、 エ ジ プ ト の

国 民 食

カ イ ロ か ら 南 へ

ナ イ ル 川  沿  い の 古 代 遺 跡 探 訪
地 　 中 　 海

カ イ ロ

ギ ザ

ナ セ ル 湖

エ ジ プ ト 王 朝 の 中 王 国 、 新 王 国 時 代

に 首 都 と し て 繁 栄 し た ル ク ソ ー ル 。

町 は ナ イ ル 川 を 挟 ん で 東 西 に 広 が っ

て お り 、 町 の 中 心 は 東 側 で 、 最 大 の

見 ど こ ろ は ル ク ソ ー ル 神 殿 と 、 そ の

北 に あ る カ ル ナ ッ ク 神 殿 。 西 側 に は

ハ ト シ ェ プ ス ト 女 王 葬 祭 殿 や 「 王 家

の 谷 」 と 呼 ば れ る 新 王 国 時 代 の 岩 窟

墓 群 が あ る 。 こ こ か ら 1 9 2 2 年 に 発 掘

さ れ た の が 、 ツ タ ン カ ー メ ン の 墓 だ 。

信 仰
エ ジ プ ト は 国 民 の 約 9 割 が イ ス ラ ー ム 教 を 信 仰 す る イ ス ラ ー ム の

国 。 暦 は 西 暦 と イ ス ラ ー ム 暦 の 2 つ が 用 い ら れ 、 イ ス ラ ー ム の 習 慣

に よ り 土 曜 か ら 1 週 間 が 始 ま り 、 金

曜 が 祝 日 。 町 に は 多 く の モ ス ク が

あ り 、 1 日 に 5 回 の お 祈 り の 時 間 に

は 「 ア ザ ー ン 」 と い う 呼 び か け が 町

中 に 響 き 渡 る 。

グ ル メ

コ シ ャ リ

豊 富 な 穀 物 と 野 菜 、 香 辛 料 を 使 っ た 料 理 が 味 わ え る 。 肉 や 魚 介 も 食 べ ら れ る が 、

イ ス ラ ー ム の 国 ら し く 、 豚 肉 を 使 っ た 料 理 は な い 。

お み や げ
エ ジ プ ト ら し い エ ス

ニ ッ ク 雑 貨 が 定 番 の お

み や げ 。 ピ ラ ミ ッ ド な

ど 古 代 エ ジ プ ト を モ

チ ー フ に し た も の か ら

イ ス ラ ー ム 風 デ ザ イ ン

の 工 芸 品 ま で 種 類 は 豊

富 。 古 代 エ ジ プ ト 時 代

か ら 使 わ れ た 、 植 物 の

繊 維 か ら 作 る 紙 の 一 種

で あ る パ ピ ル ス も 人

気 。 お み や げ 屋 さ ん の

ほ か 、 ス ー ク （ 市 場 ）

で 探 す の も お す す め 。

た だ し 人 混 み で は ス リ

に 注 意 す る こ と 。

ア ス ワ ン

ナ イ ル 川 沿 い の リ ゾ ー ト

As w a n

ル ク ソ ー ル の 南 約 2 0 0 k m 、 ナ イ ル 川 の 東 岸 に 位 置 す る 。 南 部 ヌ ビ ア 地 方

へ の 玄 関 口 と な る 町 で 、 古 く か ら 交 易 の 中 心 と し て 栄 え た 。 古 代 エ ジ プ

ト 時 代 に は ク ヌ ム 神 や ア ヌ キ ス 女 神 、 ナ イ ル 川 の 神 で あ る ハ ピ 神 の 信 仰

が 盛 ん で 、 グ レ コ ・ ロ ー マ ン 時 代 に は イ シ ス 神 が 信 仰 さ れ た 。 こ れ ら の 神

殿 跡 が 見 ど こ ろ と な っ て い る 。

ア ブ ・ シ ン ベ ル

湖 に 面 し た 巨 大 神 殿

A b u Si m b el

ア ス ワ ン の 南 約 2 8 0 k m 。 ナ イ ル 川 を 堰 き 止 め て 造 ら れ た ナ セ

ル 湖 の ほ と り に 位 置 す る 。 人 口 約 3 0 0 0 人 と 町 は 小 さ い も の

の 、 エ ジ プ ト を 代 表 す る 観 光 名 所 と な っ て い る 。 観 光 客 た ち

の お 目 当 て は 、 古 代 エ ジ プ ト の 第 1 9 王 朝 ラ ム セ ス 2 世 の 建 設 し た ア ブ ・ シ ン ベ ル 大 神 殿 。

大 神 殿 、 第 一 王 妃 で あ る ネ フ ェ ル タ リ の た め に 造 ら れ た 小 神 殿 の 2 つ か ら 成 る 。

エ ジ プ ト 最 大 規 模 の 遺 跡 、
カ ル ナ ッ ク 神 殿

ハ ト シ ェ プ ス ト 女 王 葬 祭 殿

夜 に は ラ イ ト ア ッ プ も さ れ る ル ク ソ ー ル 神 殿

港 に は た く さ ん の ク ル ー ズ 船 が 停 泊 す る

聖 な る 島 、 フ ィ ラ エ 島 に あ る イ シ ス 神 殿

太 古 の 昔 に タ イ ム ス リ ッ プ し た
か の よ う

高 さ 2 1 m の ラ ム セ ス 2 世 像 が 4 体 並 ぶ
大 神 殿

天 井 に 女 神 ヌ ト が 描 か れ た ラ ム セ ス 6 世 の 墓

ギ ザ の 三 大 ピ ラ ミ ッ ド
カ イ ロ の ア ズ ハ ル ・ モ ス ク 。
9 7 0 年 に 創 建 さ れ た

治 安
2 0 2 4 年  1 1 月 現 在 、 エ ジ プ ト の ナ イ ル 川 流 域 に は 外 務 省 よ り レ ベ

ル 1 「 十 分 注 意 」 の 危 険 情 報 が 出 て い る （ そ の 他 の 地 域 は レ ベ ル 2 ～

3 ） 。 2 0 1 9 年 に は カ イ ロ で 大 規 模

な デ モ が 行 わ れ 治 安 が 悪 化 し た が 、

徐 々 に 安 定 に は 向 か っ て い る 。 た

だ し 情 勢 は 流 動 的 な の で 、 安 全 情

報 を 確 認 し て お く こ と 。

危  険  な 目 に 遭 っ た ら ま ず は  警  察  へ

ピ ラ ミ ッ ド の オ ブ ジ ェ は 色 、 大 き さ も さ ま ざ ま

パ ピ ル ス に は 偽 物 も 多 い の で 注 意 し て

時  差 ： 日 本 よ り 7 時 間 遅 れ 。 サ マ ー タ イ ム は 一 時 廃

止 さ れ た が 、2 0 2 3 年 4 月 に 再 導 入 。4 月 最 終 金 曜 ～

1 0 月 最 終 木 曜 は 日 本 よ り 6 時 間 遅 れ に な る 。

ビ  ザ ： 入 国 に は ビ ザ が 必 要 。3 0 日 間 有 効 の 観 光 ビ ザ

な ら 、 カ イ ロ 空 港 で 簡 単 に 取 得 で き る た め 日 本 で 手

続 き を す る 必 要 は な い 。 オ ン ラ イ ン で も 取 得 可 能 。

通  貨 ： エ ジ プ ト ポ ン ド （ E G P ）（ 2 0 2 4 年 1 1 月 現 在

E G P 1 = 3. 1 4 円 ）

物  価 ： 日 本 よ り も 安 く 、1 日 5 0 0 0 円 も あ れ ば 十 分 に

過 ご す こ と が で き る 。 カ イ ロ な ど 都 市 部 や 観 光 地 は

や や 割 高 だ が 、 そ れ で も 安 い 。

ベ ス ト シ ー ズ ン ： 暑 い 国 と い う イ メ ー ジ が あ る が 、

冬 は 寒 く コ ー ト が 必 要 に な る こ と も 。 観 光 に 適 し て

い る の は 冬 の 1 2 ～ 2 月 。6 ～ 9 月 は 非 常 に 暑 い の で 、

こ の 時 期 に 行 く 場 合 は 注 意 し て 。 な お 1 ヵ 月 の ラ マ

ダ ン の 時 期 も あ る （ 2 0 2 5 年 は 2 月 下 旬 ～ 3 月 下 旬 ） 。

現 地 ユ ー ス ホ ス テ ル 情 報 ： h t t p s: / / hi h o s t el s. c o m /

h o s t el s / ? c o u n t r y = E g y p t

知 っ て お き た い 、 エ ジ プ ト の こ と

ジ ェ ネ ラ ル イ ン フ ォ i n エ ジ プ ト

主  食 と し て  食  べ ら  れ  る  、

エ ジ プ ト の パ ン 。 真 ん 中

に 切 れ 目 を 入 れ 、 具 材 や

ペ ー ス ト を 挟  ん で  食 べ る

ア エ ー シ

つ ぶ し た そ ら 豆 に 衣 を 付

け て 揚 げ た 、 エ ジ プ ト 風

コ ロ ッ ケ 。 衣 に は ゴ マ が

入  っ  て  お  り  、 サ  ク  ッ  と  香

ば し い

タ ー メ イ ヤ

エ  ジ  プ ト で  は  定  番  の  野

菜 、 モ ロ ヘ イ ヤ は 、 刻 ん で

ス ー プ に す る  。 ク レ オ パ

ト ラ の 美 の 秘 訣 に な っ た

と も い わ れ る

モ ロ ヘ イ ヤ

ナ ッ ツ を 包 ん だ  パ イ 生  地

を  重  ね  て  焼  き  、 上  か  ら

た っ ぷ り の シ ロ ッ プ を か

け た お 菓 子 。 と っ て も 甘

～ い

バ ク ラ ワ

よ り 詳 し い 情 報 は

「 地 球 の 歩 き 方 エ ジ プ ト 」 、

「 a r u c o エ ジ プ ト 」 へ
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こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 3 9

C o v er I nt er vi e w

コ ウ ケ ン テ ツ
世 界 中 の 食 卓 を

旅 し た 先 に あ っ た も の

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

遺 跡 を 回 り 歴 史 を 学 ぶ

エ ジ プ ト 古 代 へ の 旅 　

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 9

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

「 列 車 で 行 こ う ！ 」  　

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 8

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

長 野 県 / 岐 阜 県 / 愛 知 県

三 重 県 / 滋 賀 県 / 京 都 府

大 阪 府 / 兵 庫 県 / 奈 良 県

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は  2 0 2 4 年 1 2 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。
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Y o ut h H o st el Pi c k u p

南 飛 騨
赤 か ぶ ユ ー ス ホ ス テ ル
ま じ め に 、 が ん こ に 、4 0 年

何 度 も 訪 れ た く な る 飛 騨 古 民 家 の 宿 　
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